
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T1202 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 公共 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 『高等学校 公共』これからの社会について考える（数研出版） 

副教材等 自作プリント等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現在の社会を形作っている様々な概念や原理・法則の体系的な理解を深め、この社会を構成する

国際人としての感覚を磨いていきます。 

・第１回授業時にファイルを配付します。授業プリント等を整理し、各自復習等に用いましょう。 

・授業はプリントで学習し、知識の定着を図ります。授業プリントは実施ごとに回収し、評価の対

象とします。毎回しっかりと取り組みましょう。 

・単元ごとの「パフォーマンス課題」や、学習の振り返りをするために「振り返りシート」を記入

してもらいます。記述内容や課題の取り組み具合はすべて評価の対象とします。しっかり取り組

みましょう。 

・授業への取り組み状況も評価の対象となります。遅刻や欠課をせず、しっかりと出席しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

現代の諸課題を考察し、選択・判断するための手がかりとなる概念や理論について理解するとと

もに、諸資料から現代社会に生きる人間として主体的に活動するために必要となる情報を効果的に

調べてまとめる技能を身に付ける。加えて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力

や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構成したことを議論する力を養う。また、公共的な空

間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主

権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについて自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の諸課題をとらえ考察

し、選択・判断するための

手掛かりとなる概念や理論

について理解しているとと

もに、諸資料から、倫理的

主体などとして活動するた

めに必要となる情報を適切

かつ効果的に調べまとめて

いる。 

現代社会の諸課題の解決に向

けて、選択・判断の手掛かり

となる考え方や公共的な空間

における基本的原理を活用し

て、事実を基に多面的・多角

的に考察し公正に判断した

り、合意形成や社会参画を視

野に入れながら構想したこと

を議論したりしている。 

国家及び社会の形成者とし

て、よりより社会の実現を視

野に、現代の諸課題を主体的

に解決しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期

中

間 

公

共

的

な

空

間

を

つ

く 

る

私

た

ち 

・青年期と通過儀礼 

・古代の哲学及び宗教 

・日本の伝統と思想 

・誰もが生きやすい社会の 

形成 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

c 

・自らの体験などを振り返 

ることを通して、自らを 

成長させる人間としての 

在り方生き方について理 

解している。 

・伝統や文化、宗教などを

背景にして現代の社会が

成り立っていることが理

解できている。 

・自分たちが生きる社会が、

様々な背景を持つ多様な

人々から成り立っている

ことを理解できている。 

 

・自己形成の課題、先哲の

思想や伝統・文化などが

自分自身に与える影響、

多様性の受容などにつ

いて多面的・多角的に考

察し、表現している。 

 

「公共的な空間を作る私た

ち」について、よりよい社会

の実現を視野に、現代の

諸課題を主体的に解決し

ようとしている。 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

授業内 

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

授業 

観察 

 

ポートフ

ォリオ 

公

共

的

な

空

間

に

お

け

る

人

間

と 

し

・西洋近現代の思想 

・地球環境問題と倫理 

・生命倫理 

・情報倫理 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

・近世・近代・現代の世界

の思想家の思想内容が理

解できている。 

・地球環境問題、資源・エ

ネルギー問題、生命科学

や情報技術の進展などの

事象について理解できて

いる。 

 

・公共的な空間における人

間としての在り方生き方

を考察するための選択・

判断の手がかりが考察で

きている。 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

授 業 内

ワーク 

 

プレゼ

ンテー

ション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業 

観察 

 

ポートフ

ォリオ 
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て

の

在

り

方

生

き

方 

 

c 

 

「公共的な空間における人

間としての在り方生き方」

について、よりよい社会の

実現を視野に、現代の諸

課題を主体的に解決しよう

としている。 

前

期

中

間 

・ 

前

期

期

末 

公

共

的

な

空

間

に

お

け

る

基

本

原

理 

・民主政治と基本的人権 

・権力分立と法の支配 

・個人と社会のかかわり 

・日本国憲法と基本原理 

・平等権、自由権 

・社会権、参政権、請求権 

・人権の広がり 

・国会、内閣のしくみと役割 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 

 

 

・人間の尊厳と平等、個人

の尊重、民主主義、法の

支配、自由・権利と責任・

義務、日本国憲法の基本

原理・権利など、公共的

な空間における基本的原

理について理解できてい

る。 

 

・幸福、正義、公正などに 

着目して、公共的な空間 

における基本的原理につ 

いて、思考実験など概念 

的な枠組みを用いて考察 

する活動を通して、個人 

と社会とのかかわりにお 

いて多面的・多角的に考 

察し、表現している。 

 

「公共的な空間における基

本原理」について、よりよ

い社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

授業内

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業 

観察 

 

ポートフ

ォリオ 

前

期

期

末 

ル

｜

ル

を

つ

く 

り 

守

る

私

た

ち 

・法と契約 

・消費者の権利 

・司法権と裁判制度 

・司法参加の意義 

a 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

・法や規範の意義や役割が 

 理解できている。 

・公正な裁判には司法権の 

独立が必要であり、国民 

の参加が大切であること 

が理解できている。 

 

・日常の買い物や銀行のク 

レジットカードなど、身 

近な契約の例を挙げるこ 

とができる。 

・裁判員制度がどのような 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

授業内

ワーク 

 

プレゼ

ンテー

ション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業 

観察 
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c 

 

 

 

目的で創設されたか考察 

できている。 

・裁判によって国民のどの 

ような権利が守られてい 

るのか考察できている。 

 

「公共空間におけるルー

ルづくり」について、よりよ

い社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

 

ポートフ

ォリオ 

後

期

中

間 

政

治

に

参

加

す

る

私

た

ち 

・政治参加と民主政治の課題 

・国際政治の動向 

・国際政治の課題と日本の役 

割 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 

 

 

 

・地方自治や選挙の仕組み、 

政党の役割を考察するこ 

とによって具体的に民主 

政治を支える制度を理解 

できている。 

・国際法の意義や国際紛争 

を解決する機関の役割が 

理解できている。 

・冷戦の成立とその終結後 

の国際政治の流れが理解 

できている。 

・国際社会の中で平和主義 

を掲げる日本の役割が 

理解できている。 

・現代の世界の紛争や人権 

問題について理解できて 

いる。 

 

・選挙制度の違いによって、 

政党制にも大きな違いが 

出てくることを考察でき 

ている。 

・集団的安全保障がなぜ有 

効なのか考察できてい 

る。 

・国際問題について自分な 

りの意見を持ち、他者に 

説明できている。 

 

「政治参加」について、

よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

授業内

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業 

観察 

 

ポートフ

ォリオ 
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後

期

期

末 

経

済

活

動

を

行

う

私

た

ち 

・経済の仕組みと産業の変化 

・市場経済の仕組みと金融 

・財政と社会保障 

・国際経済の動向と課題 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 

・現代の企業の果たしてい 

る役割が理解できてい 

る。 

・産業構造の変化と職業選 

択との関係や、雇用・労 

働問題について理解でき 

ている。 

・市場経済のメカニズムが 

理解できている。 

・金融の仕組みを理解し、 

経済状況に応じて適切な 

手段を提示できている。 

・政府が経済に果たしてい 

る役割を理解できてい 

る。 

・社会保障について理解で 

きている。 

・貿易や外国為替相場につ 

いて、その仕組みが理解 

できている。 

・戦後の国際経済の流れが 

理解できている。 

・発展途上国の現状を知り、 

貧困や飢餓などの原因や 

課題を理解できている。 

 

・受給曲線を使って、どの

ような場合に価格が変動

するのか考察できてい

る。 

・経済のグローバル化と相

互依存関係が深まってい

ることを理解し、それが

日本経済にどのような影

響を及ぼしているかを考

察できている。 

 

「経済と私たちの活動」に

ついて、よりよい社会の実

現を視野に、現代の諸課

題を主体的に解決しようと

している。 

考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

授業内

ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業観

察 

 

ポートフ

ォリオ 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


